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元気あるやまがた創造委員会事業計画（案）Ｖｅｒ．１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副理事長：井上　周士
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　室長：遠藤　智大
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　委員長：菅原　真司
【委員会主旨】
　東日本大震災を経て、危機管理から派生したネットワークの重要さやコミュニティの力の問い直し、こころの循環するまちづくりなど、これから「やまがた」の取り組むべき課題が表面化されてきました。私たち元気あるやまがた創造委員会は、その表面化されたものをより具体的に見極めなければなりません。元気ある「やまがた」を築くため、そしてそのやまがたの「元気」が「力」となり発信される事業を展開していきます。
まずは、ＪＣＩ　ＡＳＰＡＣ山形大会開催を視野に入れ、海外や県内外から訪れるひとたちに「あがらっしゃい」の精神でおもてなしをすることで、魅力溢れるまち「やまがた」を発信する事業の企画・実施、そして、私たちが郷土愛をより一層感じ取り、こころとからだを育むことで「やまがた」を元気あるまちとして創造していく公開例会の企画・実施、また、行政やＮＰＯ団体との関係などの垣根を越えた災害ネットワークを構築し、今もなお日々変化し続ける被災地・被災者のニーズに合わせて臨機応変に対応していく災害地支援活動、さらに、私たちが取り組んでいる活動がより地域に根差した活動であることを客観的な視点で検証し、事業自体の質を向上させることで「ＹＡＭＡＧＡＴＡ」を広く発信していく、日本ＪＣアワード及びＪＣＩアワードの申請も行っていきます。
おもてなしのこころと、ひととしての温かさを生まれ持つ山形市民の皆様と共に「明るい豊かな社会実現」に向け、いま私たちが求められている様々な問題に対して、積極的に、そして元気に突き進んでいくことで「魅力ある」やまがたを創造します。
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【室長意見】
ＡＳＰＡＣに向けて、「やまがた」が持つ有形無形の魅力的な財産を対外的に発信する為に、まずは自分たちのまちの魅力を知る必要があります。本年はそれを改めて学び再認識し、愛する我がまち山形をより一層元気にするため、公益的にかつ他団体との協力を得ながら事業展開していきます。そして、地域や市民の皆さんが元気になることで、更に魅力的で力強いまちづくりの一助となることを目指します。

Ｖｅｒ．１締切日：２０１１年１０月２１日（金）　正午
１０月２４日（月）　第３回役員予定者会議にて協議①

１１月２１日（月）　第４回役員予定者会議にて協議②

１２月　５日（月）　第５回役員予定者会議にて審議
















